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令和4年度 事 業 報 告
(令和4年 4月 1日 から令和5年 3月 31日 まで)

1事業の成果  (各事業所報告は別冊資料参照)

・令和4年度は、猛威を振るった新型コロナウイルスの終息の兆しが見え、社会不安

も落ち着きを取り戻した年となりました。こうした状況下、就労継続支援B型事業

所としてココリア多摩センターの3店舗が「草むらde夢」として再出発するなど、

就労継続支援事業、共同生活援助事業、相談支援事業の全事業所を挙げて、堅実な事

業運営を通じてメンバーの支援を第一に事業継続を図ってまいりました。
。経営安定化に向けた改善への取組は継続的課題であり、引き続き対応を図り、賃貸物

件の返却に向けた見直し、販売管理費。人件費等の経費削減に努めた結果、着実に効

果を上げております.

。認定NPO法人多摩草むらの会、社会福祉法人草むら、株式会社グリーンガーラの3組

織からなる多摩草むらの会は、店所長会議等を通じて情報の共有に努め、それぞれの

組織の特色や強みを活かし、連携強化に注力し、相乗効果を高めました。
。現状のグループホームとは形態の異なる1棟型の新グループホームの運営開始に向け、

オーナーによる建築着手と並行し、事業計画と収支計画の策定、行政への認可申請に

あたる準備室を立ち上げ、準備活動を加速し、事業開始を権かなものにしてまいりま

した。

◇グループホーム運営

・グループホーム入所希望者の多様化とその対応のため、スタッフ間の連携とユニット

での支援の平準化を目指し、複数ユニットの横断的支援体制により、ユニット間の連

携と相談しやすい環境つくりを図りました。

・入所者の地域で自立して生活したいを実現するため、必要な支援を精査し、生活の安

全確認をメインとする限定的支援を取り入れことで、“干渉されている感"を払拭する

取組みを行いました。      :
・退所者が地域で孤立している現状を受け、地域生活維持のため家族や関係機関との連

携を進め、孤立からの脱却や希薄になっている家族等との対応の在り方を再認識する

ことができました.さ らに退所者のみならず、地域生活に困難を感じている精神障が

い者に必要な援助を考える糸口を得ることもできました。

・虐待防止及び身体拘束等の取組義務化に伴い、側内での虐待防止にかかる定期会議と

悉皆研修として全体会を実施し、虐待防止意識の向上をはかり、職員相互の理解を深

めました。
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◇就労支援事業所運営

1重量_生生豊
。令和3年 10月 多機能型から就労継続支援 B型に業態変更した「夢うさぎ」と「畑

deき っちん」は、同年12月 どリーむふあ―む夢畑」を加え、ココリア多摩センタ

ー内の3店舗を運営する一つの事業所「草むらde夢」となりました。
・新体制初年度では、さまざまの工夫を重ねながら、一体感の醸成に力を注ぎ合同で

のミーティングやクリスマス会を開催し、メンバー同士の交流を深めました。

畑

“

きつちん

・コロナ感染症に伴う規制も緩和され、以前の様に外食を楽しむ利用客も増え、賑わ

いを取り戻した年となりました。また、就労目的のA型事業所から、就労継続B型

事業所への変換により、メンバー個々の目的に合った利用の仕方に向けた店づくり

に努めました。

菫ユ豊三                  :
・「草むらde夢」の一つ「夢うさぎ」のスペー不の有効利用を目的に3店舗合同での

メンパーミーティングを実施、さらにコロナ禍での行動制限緩和に伴い、外出デー

の実施や、「畑 deき っちん」で合同クリスマス会を実施するなど事業所内イベント

についても積極的に開催しました。

どリーむふあ―壼整塑_

・B型事業所としてメンパー登録を増やすこと、草むら事業所の商品販売を中心とし

たオペレーション変更により、コスト管理による経費見直し、さらにエアレジ導入

による販売商品のデータ管理により、合理化・効率化を図り、利益率を上げる違膏

に取組みました。

。「畑 deき っちん」利用者が「どリーむふあ―む夢畑」での実践研修を経て、パー

ト雇用が決定、ステップアップが図れました。

型壁
。コロナ禍の影響で飲食店営業休止を余儀なくされていた「寒天茶房遊夢」は令和
3年 5月 より、営業を再開、お客様に変わらぬ味を提供するためレシピを統一す

るなど工夫を凝らしました。これにより、調理現場で活躍できるメンバーのステ

ップアップを図ることが可能になりました。
・メンバー支援では、活気ある定例会に向けたグループワークの実施、自発的、積

極的参加を促す防災訓練の実施、ロードサイクル愛好家に向けたサイクルスタン

ドの設置、惣菜販売の工夫として店頭で販売できる台の設置と手書きPOPの活用

など、メンバーのアイデアを活かす工夫を凝らしています。

・豊 丞
。道路清掃活動、月刊誌・団体会報 。草むら通信 。発送委託物・草むら通信の発送

作業を継続実施しています。作業の正確さと丁寧さを目標に、合理化、効率化に

取組みました。
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・コロナ感染予防をしながら、課外活動として、気功健康体操、笑いヨガ、卓球、

イラスト教室
‐
、コーラス、麻雀などの室内活動のほか、外出デー、テニス、ゲー

トボール、散歩など室外での活動にも力を入れ、他事業所メンバーの参加も得て、

全体の交流の場となりました。

・夢畑産の野菜を使ったスイーツ作りも人気で実施を継続しました。お菓子作りが

好きなメンバーを中心に、しいたけや野菜入りのタコ焼きや、ケーキ、クッキー

などの手作りおやつを提供、好評を得ています。

塑 塑
。メンバーの支援強化の一環として、土。日にも通所がしやすいよう、夢畑スタッフによる

臨機応変な送迎や人員配置のシフトを構築しました。この結果、各々の障害特性に

合わせゆつくり仕事ができる環境の提供により、土。日のみ通所ができるメンバーに

よる通所率は前年比50%増となりました8また、就労意欲の高いメンパーには、1時間

の残業の受入れ体制を作り、利用者数の増加と工賃の向上につなげることができま

した。

・年間通所日数が200日 を超えるメンバー数が増えたこと、それに付随した加算額の積上

げが図れ、利用者数は年間8500人を超え、前年を650人以上上回りました。この結果、

年間給付金収入の大幅増収につながりました。

・グリーンガーラとの連携による農産物の生産強化はもとより、夢畑独自の販売活動につい

ては、飲食部門への米の販売や仕入野菜の販売強化を図り、また、メンパーによる手作

り工芸品の外部販売に注力した結果、年間売上高の増加につなげることができました。

・皇 壺
・コロナ稿における不安解消のため、サービス提供の質の向上を図り、一方では、

コロナ疲れ解消を目的に簡易なお楽しみ会を適時実施しました。さらに見学者や

体験者のニーズ把握に努め、柔軟なサービス提供に努めました。

・八王子市の公園指定管理者ひとまちみどり由木との業務受託契約による長池公園

管理事務所館内清掃と八王子市東部地区の公園清掃、社会福祉法人草むらの共用

部、調理室の定期清掃、グループホームの共用部清掃、外部企業の店舗床清掃の継

続実施に加え、新たに別企業の本社共用トイレの定期清掃を受注することができま

した。

・菫墓量
。4年目を迎えた「夢草子」は、外販部門、制作室、アートプロジェクトの3グルー

プから成っており、メンバー支援、作品の制作、販売など連携をとりながら共に歩

みを続けています。

・外販部門の草むらショップでは、継続して法務局内での収入印紙や切手販売を実施、

局外のショップでは草むらの産品を中心に、メンパーのアイデアを活かした新作

ポップの活用を図りました。何よりも楽しくなければよいショップは作れないをモ

ットーに、メンバーとのコミュニケーションを大切に、お客様に楽しく買物してい

‘
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ただけるよう取り組んでいます。

・制作室では、草むら通信の編集・制作、メンバーの作品を紹介するサイ ト「夢草紙

駆B」 と冊子版「夢草紙」の企画・編集 。制作、年頭所感動画制作、イベントチラシ

の制作、アー トプロジェクト鴨Bサイトの運営、ネット販売ショップの運営 。制作、

草むらイベントの会場バナー、サインの制作などの他外部の学校、企業等からの受注

にあわせた提案企画、制作にあたっています。

・アートプロジェクトでは、室内装飾品の企画・デザイン・制作、メンパー発案によ

るバックやつまみ細工などの手芸作品の制作をおこない、その製品を草むらの事業

所のほか、外部提携先に納品販売を行っています。あわせて、外部関係先からの受

注によるイラスト、ポスター、カレンダーなどの制作にも注力しています。

さらに、その他販路としてネットショップ「Dream=Ring」 を4月 に開店し、併せて

アートプロジェクトのホームページとプログも開設しました。ここでは、活動内容

の紹介とサポーター募集など集客を意識し、プログでは工房内の楽しさをメンバー

自らが伝えています。スタッフとメンバーの協働により、コミュニケーション能力

の向上を図り、就労へとつながる支援にできればと努めています。

・パソコンサロン夢像

。開業8年目を迎えた令和4年度は、知名度も高まり通所希望者の見学や体験が続き、

利用者も年間 1万人を超え、1日 40名近くが通所する事業所となっています。

。夢像のメインである学習については、ヒアリングをもとに初心者講座を継続実施し、

学習環境としては、Microsoft Officeの習得やイラスト制作や写真撮影などに3D

プリンターを用いた立体造形のためソフトウェアや教材、機材の充実を図りました。

また、館内へのフラワーアレンジメントの配置や、七夕、クリスマス等の装飾を施す

など、季節に合わせた変化を楽しめるよう、居心地の良さを求めた環境づくりと、学

習の場及び居場所の提供に努めました。学習だけではなく、デジタルゲームに動画、

音楽鑑賞など、趣味での利用も併用し、加えてクラブ活動や行事開催の企画など、通

所意欲を喚起する環境を提供しています。        .1
・通所が安定しスキルアップした利用者には、実践的スキルアップのため草むらの事

業所や他法人から受注した名刺やラベルの作成、データ入力作業などの取組みを促

し、さらに、インストラクターや初心者講座での講師の実践を通じて、パソコン技術

と合わせてコミュニケーション能力向上に役立てています。

また、ウェプサイ トやメニュー作成用の写真撮影法人内部のポスター 。チラシ等の

作成等工賃作業と事業展開の拡大に着手するなど、就労に向けた実践の場を提供して

きました。

・個別支援計画を基に、生活上の問題や就労についての相談などに積極的に対応し、

社会資源の活用や外部支援者の協力を得て就労に結び付け、さらに就労者の定着に

向け、必要に応じて相談の場の提供に努めました。

Ｅ
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◇相談支援事業運営

・相談支援セ2_2_二待夢
。人王子市からの受託「相談支援事業」のうち、相談件数は 本人からの相談が多数を占め、

2000件を超えました。なかでも、福祉課。保健所等行政からの相談件数が増えました。こ

れは、本来の受話業務である八王子市民の相談を更に充実させる為 社会福祉法人草

むらのぶらっと訪夢へ他市・都外ケースの引き継ぎを行った結果でもあり、関係機関との

協力や連携を深め、福祉機関。医療機関。自治体との連携強化を図ることができました。
・地域生活支援拠点事業は、これまでの支援活動に加え、支援者支援や強度行動障害者

支援さらには緊急一時支援を軸に拠点事業強化コーディネーターを配置し、地域課題の

解決に向けた活動を行い、さらなる支様の充実に努めました。具体的には、既存の福祉サ

―ビスにつなげることの難しい数件のケースをモデルに、職種や行政・民間の枠を超えたネ

ットワークを構築する取組みに着手しました。

・病院訪間のピア活動は コロナ禍の影響|こより、前年に続き定期的訪間は中止となりました。

不定期な活動として 病院からの依頼を受け対面活動に参加、東京都の自立支援協議会

より依頼を受け対面の交流会に参加しました。また、ピア活動に向
!す
たオンラインミーティン

グが6口実施され 他法人で活動するピアサポータすとの交流と言見交換を行いました.

・特定相談事業の計画相談については、その実績は別冊資料記載のとおりです。

◇第二者評価の実施

・第二者評価は、グループホーム、パソコンサロン夢像の2事業所が前回受審後3年を

経過したため受審しました。各事業所の組織面及びサービス面について、新たに提携

した第二者評価機関NPO法人ごとくの会によるアンケート調査奉丞び自己評価表の分

析と、3名 の評価者による実地調査を通じ評価を受けました。総じて良好な評価を受

けましたが、改善すべき事項の具体的改善を図り、さらに良い職場環境の維持構築に

努めます。

◆スポーツ 0文化活動

くスポーツ活動>
・バレー部、テニス部、卓球部は、毎月定期的に活動を実施しており、中でも、
パレー部は対外試合に出場し、好成績を上げるなど活発に活動をしています。
また、卓球部は外部事業所との対抗戦を通じて交流を深めています。

く文化活動〉

・草むら音楽隊が継続的に定期練習を行い、その成果を草むらの

各種行事や部外施設出演などにより、披露しています。
・バンド活動はコロナの影響下活動を休上していましたが、活動再開の要望に応え

メンパー交流会で音楽隊とのコラボ演奏を披露しました。
・文芸班では、多数のメンバーの小説、詩、漫画、イラストなどの作品を公募し、

「夢草紙」として企画、編集、発行しており、他にもピア活動の記録「ピアさん

こ
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の知恵袋」やメンバー支援のエピソー ドを綴った冊子の発行をしています。

◆メンバー交流会
・恒例の感謝祭は、コロナ禍のため中止を余儀なくされましたが、メンバーが楽し

める行事として、令和5年 3月 多摩センターココリアホールを会場に、各種ゲームや、

音楽隊のコーラス、さらにお寿司や各種オードブル、お総菜、スイーツを楽しみ、ス

タッフを含め総勢150名を超える大盛況のイベントとなりました。

・夢畑では、田植え体験を少人数の参加ながら実施しました。

◆研修旅行
・令和4年度は3年ぶりにメンバー待望の再開を果たすこととなり、春のいちご狩り、

秋あプレジャーフォレスト行薬の2回、自帰り研修旅行を楽しむことができました。

◆セミナー 0シンポジウム・草むら勉強会 .

OPO法人・社福の有志を中心に、当事者や家族の幻聴や妄想、生活上の問題など

を語りあい、理解を深める会である「ヒアリング・ヴォイシズ」は、ズーム開催

を含め年6回開催し、延べ64名の参加者がありました。
・草むらの会理事 を講師に「事例検討」・「お悩み相談」等の事例勉強会は
10回実施、延べ110名 を超える参加となりました。 :

◆対外活動 と連携
<視察・見学会>
・コロナの影響で久しく実施が遠のいていた視察見学会は徐々に復活し、秋口より

増加し、年間17回延べ87名 の視察・見学の方々を受け入れました。

<大学等学校関係>
恒例の帝京大学での「講義と現場実習」、恵泉女学院大学、明星大学の「体験実習」、「精

神看護学実習」として南多摩看護専門学校からの受入れを継続しました。

さらに、都立中野特別支援学校、都立南大沢学園、都立多摩桜の丘学園の実習生受入れ

も継続実施しました。また東京医療学院大学には代表が講師として招かれ講義を行い

ました。

◆事業所登録者、職員の推移

年度 定員 登録メンバー 職員

令和 3年 (2021年)4月 275人 396人 155人

令和 4年 (2022年)4月 280人 395人 (-1人 ) 148 人(-7人 )

令和 5年 (2023年)4月 280人 384人 (-11人) 143人 (-5人 )

７
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☆ 令和2年 (2020年 )度 就労継続支援 B型から一般就労実績
就労継続支援A型から一般就労実績

★ 令和3年 (2021年 )度 就労継続支援 B型から一般就労実績

就労継続支援A型から一般就労実績
★ 令和4年 (2022年 )度 就労継続支援B型から一般就労実績

8人

3人

6人
1人

8人
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全証:田艶壺匙工

会計基準に関して

注記に明示したNPO法人会計基準によるが、東京都より認定
特定非営利活動法人として、認定を受けた為、障がい者自立支
援法下における就労支援事業の会計は、就労支援事業の会計
処理の基準に依るよう通達があり、それぞれに添付書類を付ける
事とした。

1.活動計算書類
1)。法人活動計算書
2)。法人活動計算書 明細

2.貸借対照表  ・

1).法人貸借対照表
2)。 法人貸借対照表明細書

3.財産目録

4=決算書注記

5。 会計監査報告

11



2.事業の実施に関する事項
特定非営利活動に係る事業

事業名 事業内容 実施日時 実施場所
従事者の

人数
受益対象者の範
囲及び人数

事業費の
金額 (円 )

(1)

精神障害者の自
立支援のための

事業

ス 隔 碑障害看及

"そ
の麦擁

2,788,781

①精神障害者及びその家族の為の懇談交流会等の企画・運営事業

施設見学 コロナ禍で中止

コロナ禍で中止

6月 17日

調日目

総会 第19回定時総会 夢うさぎ 会議室 10人 59人(委任含)

懇親交流会

コロナ禍で中止

コロナ禍で中止

フリースペース草むらの集い

フリースペース主催クリスマス会

研修旅行参加 (全事業所)

。いちご狩り(日 帰り) 5月 20日

11月 1日

高崎市ファームクラブ中里農場 24人 51人

・レジャー施設 (日 帰り) 相模湖プレジャーフォレスト 33人 73人

(計 124人 )

交 流 会 (全事業所 :サータル・琳・―ツ交流等 )

・メンパーミーティング 各所毎月1回 各事業所 40人/回 2,400人

・草むらメンバー交流会 3月 27日 ココリアホール 39人 70人

・草むらふれあいコンサート 10月 14日 南大沢文化会館 20人 41人

。多摩総体育館スポーツ交流会 13回 多摩総体育館 3人 /回 73人

。東京都精神障害者スポーツ大会参加 2回/年 東京体育館 6人 16人

・バレーボール強化練習 17回

12回 /年

多摩総体育館 2人/回 92人

・テニス交流会 京工堀之内近辺テニスコート 2人/回 51人

。バンド活動 コロナ禍で中止

67回/年

2回/月

50回/年

12回 /年

6月 11日

年1回発行

・草むら合唱隊(イベント参加含む)
ベルプ永山・夢来 4人/回 482人

。イラスト教室 夢来 2人/回 192人

。卓球練習会 夢来 2人/回 358人

気功健康体操 夢来 2人/回 75人

・ 田植 え 夢畑 11人 6人

。文芸誌 (夢草子発行) 夢草子 1人/回 17人

(計 3,873人 )

②精神障害者及びその家族のための相談事業

各種相談会 ほっとタイム コロナ禍で中止

③精神障害者のための作業の場の提供
【注】(1)③④は(2)と運動

④精神障害者のための就労の場の提供

従事者の
人】壼

受益対象者の範
囲及イド人数事業名 事業内容 実施日時 実施場所

」回囲1』翻園[EE型目園[]冒E」圏固」
。「草むらde夢」畑deきっちん 1月 1日 のみ休み 畑deきっちん 6.4人 /日 1,453人

「草むらde夢」夢うさぎ 1月 1日 のみ休み 夢うさぎ 4.2人 /日 4382人
(1)

1月 1日 のみ休み どリーむふあ―む夢畑 3.6人 /日 77人

5.1人 /日 2,304人

。「草むらde夢」どリーむふぁ―む夢畑

・夢来

・遊夢 (日・祝・年末年始)休み 遊夢
）
‥
と

¨

一日
②

一
(土・年末年始)休み 夢来 4.5人 /日 7,141人

夢畑 毎 日(年中無休 ) 夢畑。近隣の畑 11.6人 /日 8,525人

草夢 年末年始のみ休み 受託公園他 4.9人 /日

。夢草子 (土 日・年末年始)休み 夢草子 8.3人 /日

7,318人

3,827人

・パソコンサロン夢像 (日・年末年始)休み パソコンサロン夢像 6.8人 /日 11,537人

上記に含む多摩市、人王子市各所 3人/回各所外販活動 460回/年

(草むらショップ、遊夢、夢畑外販)

情神障害者の自
立支援のための
事業
Э精神障害者の
ための作業の場
の提供
Э精神障害者の
ための就労の場

一̈̈囃

の提供

(計46,564人 ) 482,628,338

【グルフ ―ヽムの管理運営】

共同生活援助事業
365日

毎日24時間支援
11ユニット 15人 /日 定員 63人

(2)

精神障害者の総
合支援法に基づ
く障害福祉サービ
ス事業

(計 22,995人 ) 174,687,265



(3)

精神障害者の総
合支援法に基づ
く相談支援事業

(人王子市委託事業)管理運営】
「待夢」管理運営 待夢 2人/日 3,065件

1,676件

(30り )ヽ

土・祝・年末年始休み 待夢・連携事業所 1人 /件

1人ノ件

(施設利用・就労・ケア会議。苦情・虐待・差別等)

闘囲 410件 (128人 )

(計 5,151件 )

(計 158人 )

【ヒヤリングヴォイシズ】 3人/回 64人

【シンポジウムの開催】

(藤本勉強会) 10回 夢うさぎ 3人/回 81人

・支援者会議 コロナ禍で中止

145人 )

(4)

精神障害に関す
る講習会、セミ
ナー・シンポジウ
ム等開催事業

(5)

章むら通信の作成。発送
2,200部 /月・年間12回

毎月2日 間
編集:夢像

封入。発送:夢来
6人/回 278人

3人 (通年)

218,921

ホームベーシ。SNS運営管理 通年 夢像・夢草子 3人 (通年)

見学会の開催 16回 草むらの会施設 8人/回 85人

に+ 366人 )

(6)

精神障害者及び
その家族と市民と
の交流を目的とし
た イベント等の
開催事業

晴神障害者及びその,
氣 一般市民

多摩草むらの会感謝祭 コロナ禍で中止

0

(7)

映下精神障害者の家J
及び支援に従事する者

目 ピアサポーターミーティング 6回 待夢 55人

(計 55人 )



令和4年度 活動計算書

令和4年4月 1日 から 令和5年3月 31日 まで

特定非営利活動法人 多摩草むらの会

円

日

【科 金  額

I 経常収益

1 受取会費
・ 正会員受取会費 年会費 { 6千円) 306,000

107,0003 円

413,000

2
1,544,000

ｎ

Ｖ

ｎ

Ｖ

1,544,000

・ 受取補助金 96,549,000

41,877,627

受取助成金 388,000

特定助成金 180,000

307,070コ ロ

139,301,697

４

ェ

・ 総合支援法に基づく障害 ロイ:止サービス
3,650,265

。障がい福祉サービス1共 司生活援助」事業収益 204,505,928
。障がい福祉サービス1就ヴ「継続支援B型」事業収益 403,086,089

障がい福祉サービス上記タ

・ ノヽ王子市業務受託による
'

目談支援事業収益 10,200,000
ｎ

ｖ

ｎ

ｖ

ｎ

Ｖ

3,561,000

625,003,282

5

・ 受取謝礼金 85,730
。受取手数料 1,068,502

・ 受取保険金 3,000

・ その他受取金 350,518

1,507,750

767,769,729

Ⅱ 経常費用

用

・ 精神障がい者の自立支援のための事業費用 1,153,155
。 総合支援法に基づく障害 冨祉サービス

。障がい福祉サービス1共 司生活援助」事業費用 174,687,265
。障がい福祉サービス1就ヴ「継続支援B型」事業費用 482,628,338

1,635,626
。人王子市業務受託による

'

日談支援費用 18,915,991

ム・セミナ

・ 普及啓発事業費用 218,921

・ 当事者、家族、市民との交流イベント等開催費用
ｎ

ｖ

228,360

679,467,656
679,467,656事業費計

曜

1

受

受

里事業収益
コ
Ｅ

ｎ
〓

経常収

催事業費用



2

4o,rvv,44u
1,bZy,78b

50.329.225
‐の 仙 経

費 rz,u3じ

52,973

5,272,272

暑 386,804

3,264,888

945,175

728,936

347,450

269,699

5,500

746,842

29,000

2,441,426

費 51,370

17,523

160,577

151

斗

‥
33,500

401,745

87,274

85,618

10,860

巳用鬼4ヽ同 606,500
〓
ギ
ヽ

420,181

66,767.376

746,235,032

コ
〓 1額 21,534,697

Ⅲ  饉

モ取配当金
一̈■
一

Ⅳ  催

1損

を

」

V キ

:修正益

売却益
ｎ

ｖ

集

¨

Ⅵ  牛

1

:修正損

除却損
牛

ｒ

当期正リ1財産増減額 17,409,907

法 、住 民 ; 及び事業税
ｎ

Ｖ

コ
〓 履配目 17.409.907

産 額 96.300.859

次期 113.710,766



・
４

匝 五 日
司饉夢> く,療> EI】 く車,> く1暉子>B菫計 EI】 くGH> く‖P01ヽ13>

2_518P・



d‖
">

く柳 ト く夢燿> d“リン.B菫計 く事嘔子> く障,> くGH> く‖P01N`>回
=ロ
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令和4年度貸借対照表
令和5年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 多摩草むらの会

(単位 :円 )

科 目 金額

I 資産の部
1 流動資産

現金預金

売掛金

棚卸資産等

立替金

前払費用

未収入金

仮払い金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

建物

付属設備

構築物

機械装置

車輌運搬具
工具器具備品

土地

出資金

差入保証金

長期前払費用

長期貸付金

固 定 資 産 合 計

資

資

産

産

〈
口
△
ロ

計

計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債

未払金

未払費用

未払消費税等

預 り金

仮受金

預 り保証金

流 動 負 債 合 計

2 固定負債

長期借入金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正 味 財 産 合 計

負債及び正味財産合計

24,713,493

5,429,237

2,534,792

3,276,399

9,018,385

79,896,228

500,000

3,670,240

5,681,807

27,785,641

1

244,595

360,879

8,187,117

1,230,000

15,048,048

0

0

7 １

０

３

０

０

３

０

２

　

　

０

２

７

０

　

　

０

８

２

８

　

　

６

９

５

８

　

　

４

４

５

５

65,181,142

125,368,534

62,208,328

8,684,954

187

1 71

65,181,142

96,300,859

17,409,907

187,576,862



令 和 4 度  貸 対 照 表  (裏面あり)

指定事業所 就 労 継 続 援 B型

匹 田 圏□ 草むらde夢計 □瓢 □回 亜 コ
PCサ ロン

夢像
夢車子

くB く8,:う さ

巨I目 巨コ
=コ

□

合計

待夢 G_H NPO本部
日
=ロEEEIDl

見金 367,4(X 70,000 140,(XX 50,00( 50000 401000 47,4CК 110,00( 367,40(

」ヽ口現金 1,042,631 1,042,631

TIn 20.59■ 331 2Q803301

ヨ正□ 1,2∞ ,m( 1200,00(

=コ
日 1,206,144 157,982 5■198 30.283 959,681 94,01` 1,300,151

見麟 預金合計 1,573,54` 227,982 140,00C m.o(x 50,000 40,000 47.4α 58,198 30,283 1,“9,“ 1 22,927,“ 1 24,713■9(

:売上債権]

選 コ 3β16,52C 2,939β 01 860144 9』 75 42,622 89.52‐ 1,1“ ,“0 1■αX 316,11〔 5■29,231

燿上債権合計 3,816.52C 2,39,301 868,144 9,075 42,622 圧電匿 1.146.450 1&αX 316,111 5429,231

:有価証券]

7亜ヨ沿用

圧□劃

工璽翌亜彊□ 386■ 24 386″
`

晨材料 430,332 856,17( 425.54〔 137.044 293,584 62,14g 1,476,213

コヨ 3″ ,405 0 347,405 672,1"

ⅡIIn] 436,33` 1.203,581 425,54ε 137,044

“

0,98g 62,14g 2,5■792

亜置□回

立替金 133,670 ■276,399

7麗コロ 9,01■ 383

未収入金 7,45C こ 7■50 755,0` 6∞,0ま 601,01〔 39,80B,248 79,896,221

瞑払金 駅Ю,00( 5鴫00t

冨E=□ 0

笹IET瑠 田 7■5( 7,45C 755,Om 6",033 601,01( 40●01,921 m.α )5,584 92,691,012

IIIヨ田 66■ 314 5.167.551 3,414,84` 1,55■88 _697,5」 4.2.62, 136,927 1,266,791 m■ 288 2146.02C ∝)1,1〔 74,326,107 125,3(B,5馴

國亜ヨロ

Iコ 3,670.240 ( ■67124(

Π]コ¬ 5,302,67〔 ユ302β 7ξ 379,132 5,681,801

Ⅱココ 1.059,351 5,905,00( ■5“β14 340,19` 281,48` 10,1叫,82: 372,16: 9,223,55: 27,785,641

==□
C ―  ―   ‐

(
―‐‐ ・ ‐ H

=Eコ
24■ 59′ 244.595

瑠 蹟 鵠 10 35,12 躙Ю,87g

土地 8,187.117

五狂 匿 エコ 36.668,16 1,059,353 11,207,6: 5.56■ 824 5,302,67: 340,19` 281■82 14,523,14 372,1“ 9,22■ 55〔 9,262,111 45,9(Ю .28C

日匪墨□回

置徊匿
=コ

:投資その他の資産]

野ヱコ 鴫 00(

璽亙甍コ2 9,921,548 1,247,321 4.892.880 2,“ 3,“ C 2,204,040 605,760 378,000 446.94( 2,786.40a 170,0( 382,50( 15,叩,m

田係会社出資金 1.170:00K

腱資その他の資産合計 9,921,548 1,247,321 4,8921880 2,003,08〔 2,204μ 0 605,760 378,00C 446,9“ 2,786,40C lЮ,0∝ 312,50( 16.278,04:

目定資産合計 46,589,716 2,306,681 16,100,573 7,647,9“ 7,506,715 9451954 6",“ 2 14,523,914 819,10〔 12,∞ ■951 170■ 01 3.873.Oα 62,208,32〔

□亜I]

=壼=回
[諸口]

IF□
“

,817′21 λ97Q99: 21,268,124 11,06275〔 &561,903 1,6“ ,468 702,104 14,6∞,341 2.085,903 12,313,241 2,316,021

“

.0“ .田

`

85.689,211



A
T

■
４ 度  貸 借 対 照 表

肛I=団 就 労 継 続 支 援 B型

□ Ⅲ 圏ロ 車むらde夢計 夢来 □回
一１
“

ＩＥ
PCサ ロン

●像
夢車子

・くB きつちん> くB夢うさき,

肛
=ヨ

田正三五コ □

合計

待夢 GH NPO本部
匝 Iロ

互こ正コ ]

壺
=コ

回

彙払金

□
=コ

451.662

“

に,721 60,00( 376,728 6.60( 334 7,046,561 7,49■ 231

I壼]II] 552.71( 552,71C

ロリ金 駁B,021 588,021

」と」二」 L奥辿

…
6出 出座笠 旺■ 2 Цl■通

~~~~~再
膏
「

司 霞壼 [■崚 3a“■54

…

出咀整 Llm2 畦■辿 罐 理 IB屁盪 al田出954

LL二劃

豊」」に」 ■魁■■壁

…

L魁■■壁

二五ユ」 Ш座立 EIR2 睦■u 376.728 区 世 2譴W3
LLこ」

」裏二」」

LLLiど■■工」

工二」」ユニ五ニユ」

L壺」三」

ユ L…

L

‐21,980,13 ‐19,559,301 -33,118,35e 艶■n■2 ヒ■建■4 ‐11,375,065 性■■ ■珪 91.134.79 ピ藁量■壼 ‐43,342,371 ЦttLut建
‐20,233ρ 6〔 ‐10,697.731 2147.13〔 LえЫi理 L塑■■ 睦員11■■ 旺瓢■■■ ‐11,125`4171 ‐1,282,“ 3 □IL性盗 -56,350,921 L二■■L
‐481213.20ξ ‐30,257.03: ‐44,8001811 ヒ■生■� 70,094,74:` ‐11.172.592 瞳記■■2 菫盈二π■ ‐21,814,11 L猛地 75,451,1馴

‐48.213,201 ‐30,257,0襲 ‐44,8〔Юβll 世]L盟狙 7Q094,7“ ‐11,172.592 LAu■L睦 産睦■【躍■ ‐21.814,919 LI地 75,451,1ロ

‐48,213,20[ ‐35,257.03: ‐44,mO,81〔 瞳■三■� 70,"■ 7“ -11,172,592 LALI:L 止睦こ■位 ‐21.814,919 484,47C 7■451,15`

‐48,213,2∝ ‐36.2顧 I面] ‐44.80081〔 70.094.744 ‐11.172.591 67,758,821 132,244,702 -21,814,91: ‐99,0",298 113,710JI

2■壺重Z 2,“5,"| lZ813,241 2.315,021 ШL出ユ



令 和 4年 度 決算書類の注記
1会計基準

(1)財務諸表の作成は NPO法人会計基準と 認定特定非営利活動法人会計指導による。

2重要な会計方針

(1)固定資産の減価償却の方法

・建物は 定額法によっている。
。その他は 定率法によっている。

(3)棚卸資産の方法

・先入れ先出しによる残存資産である。

(2)消費税の会計処理

・消費税の会計処理は 税込方式によっている。

3事業別損益の状況

事業別損益の状況は 以下の通りである。

事業区分 就労支援B型 相談支援 共同生活援助

1,

11,374,47

管理部門 合計

[経常収入]

会費収入 413,000

受取寄付金等 1,544,000 1,544,000

受取特定寄付金 ｎ

Ｖ

受取補助金等 87,275,000 50,000 8,121,000 96,549,000

受取特定補助金 30,503,153 ｎ

ｖ 41,877,627

コロナ補助金 ｎ

Ｖ 307,070 307,070

受取助成金 ｎ

Ｖ 388,000

受取特定助成金 ｎ

Ｖ 180,000 180,000

事業収入 403,057 17,411,265 28,949 625,003,282

雑収入 1,157,584 53,457 260,193 36,516 1,507,750

経常収入合計 522,380,877 17,514,722 217,243,595 10,630,535 767,769,729

活動事業費 152,200 74,036,314 1,409,331 229,558,415

事業費 228,360 53,524 1,600,436

人件費 271,702,003 13,962,289 84,776,816 419,404,932

福利厚生費 7,198,553 94,633 676,344 1,529, 9,499,31

72,038 15,

0

70,693 3,

交通費 15,074,825 156,781 406,262

行事費 985,969 1,659,523

車両費 3,247,228 79,861 334,778

地代家賃 1,362,678 2,638,973 1,885,439 5,281,776 11,

水道光熱費 319,579 706,383

通信・荷送費 1,766,116 187,094 3,412,638 3,264,888 8,630,736

備品費 650,809 319,614 1,122,370 728,936 2,821,729

賃借料 6,861,574 698,643 1,002,101 979,212 9,541,530

消耗品他 7,242,898 279,909 2,597,388 4,414,435 14,534,630

清掃費 807,976 20,702 1,917,676 2,906,931

修繕費 419,291 6,050 17,523 442,

1,441損害保険料 1,100,570 ｎ

ｖ 330,200 10,860

租税公課 76,730 5,680 50,470 606,500

販売促進費他 2,436,330

雑費・雑損失 1,065,821 33 472,897 85,640 1,624,391

減価償却費 6,668,395 420,181 7,088,576

経常費用合計 482,981,604 19,144,351 174,740,790 69,368,287 746,235,032

当期経常損益額 39,399,273 -1,629,629 42,502,805 -58,737,752 21,534,697



ビ
０

4使途等が制約された寄付金等の内訳

当法人の 正味財産は113,710,766円であるが, そのうち42,057,627円 は 下記のように使途が 特定されている。

固定資産の増減内訳

固定資産の増減内訳増減は 以下の通りである。

借入金の増減内訳

借入金の増減内訳は 以下の通りである。

7  役員、社員、職員若しくは寄付者又はこれらの者の近親者等との取引

8  事業費・管理費の 按分について

各事業の管理費については それぞれの収入割合に基づき 接分している。

´
０

相手先 期首残高 増加額 減少額 期末残高 内容

37,101,23 ・介護職員処遇改善等

4,

42,057

特定補助金
国保連合会 37,101,237

行政 4,776,390

特定助成金 福)多摩市社会福祉協会 180,000

合計 42,057,627

科 目 期首帳簿価額 当期増加額 当期減少額 当期末価額 当期償却額 当期末帳簿価額

建物 3,936,016 3,986,01 △ 265,

附属設備 6,362,813 △ 681,006

0 △ 5,674,588

0 0

0 △ 199,859

0 △ 327,

8,187,11

53,078,856 △ 7

5,681,807

構築物 33,400,229 60,000 27,785,641

機械装置

車両運搬具 244,595

工具器具備品 434,170 360,879

土地 8,187,11 8,187,117

固定資産計 494,170 45,930,280

科 目 相手先 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

6, 28,

5,1 12,900,000

備考

長期借入金

多摩信用金庫 35,117,000

ロ
ロ 運転資金

7,91 2,176,062 5,740,142 運転資金

0

0

2,508,000 2,1

1

65,181,1

運転資金

19,520,000 3,920,000 社会福祉法人 立ち上げ用

合計 85,299,204 20,118,062

科 目
財務諸表に計上さ

れた金額
内、役員との取引

内、近親者及び支配法人等と
の取引

3,947,1

195,

65,885, 0

備考

売上高 102,593,018
ラベル印刷・清掃等

加工食品販売等

原価 地代家賃 100,313,502 居室家賃・店舗家賃等

材料費 47,881,

13,957,752

各事業所使用食材等10,098,224

252,960 ｎ

Ｖ



令和4年度 財 産 目 録
令和5年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 多摩草むらの会

日

1.流動資産
董二_全二預三金

現金

普通預金

郵便貯金

定期積金

他盛壼重回筆産
売掛金

棚卸資産等
立替金

前払費用

未収金

仮払金

泣動量産全量

1,300,

2,534,

9,0

2.固 定資産

五形固定資産

建物

付属設備

構築物

機械装置

車両運搬具

工具器具備品

土地

5,68

27,785,641

1

8,187,11

盤資

“

凶菫筵

出資金

差入保証金

長期前払費用

長期貸付金

日立査産金止

量__産_全_土 187

Ⅱ 負債の部
1._並動負債

未払金

未払費用

未 払 消 費 税

仮受金

預り金

預り保証金

7,498,23

552,

46,000

流動負億全土

2.」国定負億
長期借入金

18 ■
■

1,

固定生億金■

■」L色■

工_■』L重

118



書式第 18号 (法第28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 4年度年間役員名簿 J世言篇勝邸ぢ出席猶[!ξぷ,鍮膿濯描[理想
所並

特定非営利活動法人 多摩草むらの会

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

⌒

、翌フ・監事
z)+Iv i = = 令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年

年

月

月

日

日風間 美代子

つ

４

⌒

礎里,ジ 監事
ムラカミ シュウヘイ 令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年 月

月

日

日年村上 秀平

（
ｊ

⌒

Q里多)監事
ニイクラ タカシ 令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日新倉 隆

４

ニ

⌒

唆里多,監事
フジモ ト ユタカ 令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年

年

月

月

日

日藤本 豊

5
⌒

史里ジ 監事
タサキ ヒロミ 令和4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年

年

月   日

月   日田崎 博実

6 〇
監事

ハギウダ シュンイチ 令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年

年

月

月

日

日萩生田 俊一

７

‥

⌒

理事(ミジ
,/2u aYY 令和4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年   月   日

年  月  日野城 浩二

●
０ 理事・監事

年

年

月   日

月 日

年   月   日

年  月  日

Ｏ

υ 理事・監事

年

年

月   日

月   日

年  月  日

年  月  日

10 理事 。監事

年  月  日

□年 月

年

年

月

月

日

日



書式第4号 (法第 10条・第 28条関係)

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人_菫豊 」豊 I上量:塾」豊△菫[塵奎:菫:理:塁2金

氏   名

平野 京子

2 村上 秀平

3 岩永 弘正

4 風間 美代子

5 松岡 都

6 目時 史子

7 庄司 昇

8 栗木 員理子

9 松田 南都子

10 生沼 牧子

11

12


